
設立趣意書

近年、 わが国の国際的地位と責任が、 ますます重大になってきた。 戦後20年

における不断の努力が実って、 わが国は、 今や、 経済関係においてのみならず、

国際連合その他の国際政治の場においても、 押しも押されもせぬ世界の日本と

なり、 今後の「新しい時代」をリ ー ドすべき立場に立つこととなったのである。

しかるに、 他方、 わが国の直面する国際情勢の現実は、 核兵器の脅威、 軍備

の拡大、 絶ゆることなき民族間の対立抗争など、 並々ならぬ状況に立ち至って

おることも事実である。

現に、 米ソ両勢力を中心とする冷たい戦争は、 差し当り、 一 張 一 弛とするも、

われわれに直接ひびく身近のアジアの情勢は、 至るところ、 憂慮に堪えぬ状態

にある。 現在火をふいているヴェトナムのことは言うに及ばず、 インド、 パキ

スタンの間においても、 マレイシア、 インドネシアの間においても、 将来、 南

北朝鮮の間においてさえも、 いつなんどき、 爆発し、 平和を破らぬとも限らぬ

危険性が、 常に多分に潜在しているのである。

さらにそれらの不安な事態の背後に動く、 より大きな勢力の関係が問題であ

る。 特にわが国にとっては、 この背後の世界的広がりを持つ勢力の動きを、 万

事考慮に入れて考えねばならぬところに、 いっそう厄介な問題がある。 以上の

ごとき困難な国際情勢に処して、 わが国は、 果して、 如何なる心構えを持ち、

如何なる用意が出来ていると言いうるであろうか。
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